
























大正1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 
A群特に女子体育について述べていない ． ． ． ． ． ． ．
B群内容で女子体育に関係して述べる ． ． ． ． ．． ． ． ． ． 
C群 「女子」を冠した衛生書 ． ． ． 
D群 「女子体育」を用いて内容で述べる ．． 
E群章，節等の表題に「女子体育」用いる ． ． ． ． ． ．
F群個別，総合女子競技書 ． ．． ●●”  
G群女子体育書 ． ． ． ． ．  
(1926) 


























女子競技書が1~以降に見られる。 10年11月の増田の「女子バスケットボール規定」， 15年 4
月の安田の「女子陸上競技の実際」， 15年 5月の人見の「最新女子陸上競技法」， 15年 7月の
多田の「女子ヴァレーボール」等，女子を書名に冠して発行されたのである。この時期は女子
の全国的な競技会が開催され始める時期と一致している。続いて12年以降になると女子総合競






































（基本型）女子 女性 婿人 女 母 女児 女生徒 少女
女 子 女性 婦人 女児 少女
女 子 の 女性の 婦人の 女児の


















女 子 と 婦人と
※各体育書中に使用されているものである。





















































文中では女子を様々な形で用いた。 「女子体育指導者」， 「女子に適当な体育運動」， 「女生











文部省編「女子体育」では，章の表題に女児と女子を区別して用いた。 1章は Athletic 
Training for girlsを訳して「女児の競技修練」とし， 4章は My system for ladies 
から「女子の深呼吸運動と筋肉練習」とし， 6章では Personal hygiene and physical 






体育」， 「女子の修練」， 「女子に対する身体修練」を用いている。 6章では章題の「女子の






その組み合わせも多様であった。その中で「女子」， 「女子の」， 「体育」， 「運動」が最も
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